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【手続補正書】
【提出日】平成30年1月26日(2018.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　－　流体を受け取るための体積を有するチャンバと、
　－　前記チャンバにＵＶ放射を提供するための少なくとも１つのＵＶ光源と、
　－　少なくとも１つの調節可能なチャンバ壁と
を有する流体殺菌システムであって、
　－　前記調節可能な壁が、前記チャンバ内部の前記流体の表面上で浮動し、且つ流体液
位が増加又は減少されるときに流体接触したままであり、それにより、前記ＵＶ放射を前
記流体内に閉じ込めるように前記チャンバの前記体積を前記流体の量に合わせて調節し、
前記チャンバが更に、ＵＶ反射性材料の少なくとも一部分を有する、流体殺菌システム。
【請求項２】
　前記チャンバは、前記少なくとも１つのＵＶ光源によって放出される前記ＵＶ放射の前
記チャンバ内への透過を提供するためのＵＶ透過性窓を備える、請求項１に記載の流体殺
菌システム。
【請求項３】
　前記ＵＶ透過窓の少なくとも一部分が、レンズ構造を更に有する、請求項２に記載の流
体殺菌システム。
【請求項４】
　前記ＵＶ透過窓が、水晶窓を更に有する、請求項３に記載の流体殺菌システム。
【請求項５】
　前記調節可能な壁が、流体を前記チャンバ内に提供するための貫通孔を有する、請求項
１乃至４の何れか一項に記載の流体殺菌システム。
【請求項６】
　前記貫通孔が弁を備える、請求項５に記載の流体殺菌システム。
【請求項７】
　前記調節可能な壁が、前記チャンバ内への流体の前記提供を容易にするために取外し可
能である、請求項１乃至６の何れか一項に記載の流体殺菌システム。
【請求項８】
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　前記調節可能な壁が、第１の表面と第２の表面とを有し、前記第２の表面が、前記チャ
ンバ内部の前記流体と接触し、前記少なくとも１つのＵＶ光源が、前記調節可能な壁内部
に一体化され、且つ前記少なくとも１つの光源との流体接触を防止するためにＵＶ透過性
部材でカバーされるか、又は前記少なくとも１つの光源が、前記調節可能な壁の前記第２
の表面上に位置決めされる、請求項１に記載の流体殺菌システム。
【請求項９】
　流体出口が、前記調節可能な壁の前記第２の表面よりも下に位置される、請求項１乃至
８の何れか一項に記載の流体殺菌システム。
【請求項１０】
　流体を殺菌するための方法であって、前記方法は、
　－　チャンバに流体を提供するステップであって、前記チャンバが、前記流体を受け取
るための体積を有し、前記チャンバが、少なくとも１つの調節可能な壁を更に備え、前記
少なくとも１つの調節可能な壁が前記チャンバ内部の前記流体の表面上で浮動する、ステ
ップと、
　－　前記チャンバ内に含まれる前記流体にＵＶ放射を提供するステップと
を含む、方法。
【請求項１１】
　－　前記チャンバ内部の前記流体の量を測定するステップと、
　－　前記流体に提供されるべき所要のＵＶ放射線量を計算するステップと、
　－　前記所要のＵＶ放射線量を前記流体に提供するステップと
を更に含む、請求項１０に記載の流体量を殺菌するための方法。
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